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〈第3回〉 健康啓発ブース＠にいがたカナール彩2022
4/29(金・祝)に新潟県スポーツ公園カナール周辺を会場として開催された「にいがたカ
ナール彩2022」へ今年も、みどり病院グループとして出店参加してきました。
今回は「考えようあなたの健康！！」をテーマに脳年齢チェック・体内年齢測定・健康相談
コーナーを実施し、多くの方にご来場をいただきました。参加された方からは「予想以上
に体内年齢が若くて、うれしかった」などのお声も。地域の方々がご自身の健康を考える
機会が作れたのではと、参加したスタッフも充実した表情を浮かべていました。
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ダンスパフォーマンスも
披露されました。



で
ロ
ボ
ッ
ト
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

武
藤　

院
長
が
お
っ
し
ゃっ
た
よ
う

に
人
手
不
足
は
大
き
な
課
題
で
す
。

そ
の
解
決
策
の
一つ
と
し
て
、こ
の

L
O
V
O
T
な
ど
の
最
新
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
医
療
現
場
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

成
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こ
れ
か
ら
は
患
者
さ
ん
の
在

宅
療
養
や
自
立
支
援
が
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
。そ
ん
な
と
き
に
、こ
の

L
O
V
O
T
が
重
要
な
存
在
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。
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お
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お
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で
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面・メ
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ー
ト
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よ
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介
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タ
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よ
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、
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介
護
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ご
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族
の
助
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思
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ま
す
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そ
の
ほ
か
に
は
、患
者
さ
ん

は
歩
け
な
い
方
が
多
く
、そ
の
介
助

が
必
要
で
す
。日
々
の
生
活
の
中
で

の
転
倒
が
い
ち
ば
ん
危
険
な
の
で
、

そ
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を
防
ぐ
た
め
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ど
う
サ
ポ
ー

ト
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か
が
課
題
に
な
り
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す
。
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ボ
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お
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中
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き
あ
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す
。
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９
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８
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を
行
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き
た
会
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で
す
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０
０
０
年
の
介

護
保
険
制
度
の
始
ま
り
を
契
機

に
、在
宅
介
護
に
事
業
を
シ
フ
ト
し

て
、現
在
は
新
潟
県
全
域
で
事
業

展
開
し
て
い
ま
す
。近
年
、介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
活
躍
す
る
市
場
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、今
後
は
そ
れ
を
事

業
の
新
し
い
軸
に
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

成
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こ
の
春
、御
社
か
ら
の
提
供

で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト（
L
O
V
O
T・ら

ぼ
っ
と
）を
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
で
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、そ
の
結
果
に

注
目
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
医

療
介
護
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
役
割

は
重
要
に
な
って
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

一
緒
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
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て
い
き

た
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で
す
ね
。

武
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こ
ち
ら
こ
そ
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。今
お
使
い
い
た

だ
い
て
い
る
L
O
V
O
T
を
医
療

介
護
の
現
場
に
導
入
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、よ
り
多
く
の
現
場
の

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
や
入
所
者
さ
ん
の
意

見
が
必
要
で
、私
達
は
そ
れ
を
メ
ー

カ
ー
に
伝
え
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
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究
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証
先
を
探
し
て
い
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と
こ
ろ
、み
ど
り
病
院
様
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、感

謝
し
て
い
ま
す
。

成
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介
護
の
現
場
は
人
手
不
足

な
の
で
、介
助
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、現
場
も
余
裕
を
持
っ
て

介
護
に
当
た
れ
る
。そ
う
い
う
意
味

の
研
究
が
進
み
小
型
化
し
て
き
て
い

る
の
で
、実
用
段
階
に
な
る
の
は
そ

う
遠
い
日
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。ま
た
認
知
症
の
予
防
や
認
知

症
に
な
っ
た
後
で
も
、運
動
、食
事
、

社
会
参
加
は
重
要
で
す
。そ
の
補

佐
役
と
し
て
も
ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用
し

て
い
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だ
き
た
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で
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。
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みどり

トーク
対　　談

L
O
V
O
T
の
他
に
も

医
療
支
援
機
器
が

実
用
化
に
向
け
て
進
化
中
で
す
。

2010年さくらメディカル（株）
入社、2018年に社長に就
任。日本福祉用具供給協会
新潟ブロック長、全国福祉用
具専門相談員協会新潟ブ
ロック長。“医療と福祉のかけ
橋”を理念に介護ロボットの普
及に尽力。

武藤 大希 社長

上
が
介
護
に
携
わ
ら
な
い
と
人
手

不
足
が
解
消
で
き
な
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。現
実
問
題
と
し
て
、そ

れ
は
難
し
い
の
で
、近
い
将

来
、ロ
ボ
ッ
ト
は
病
院
や
要
介

護
者
が
お
ら
れ
る
家
庭
に

とって
、不
可
欠
な
戦
力
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

成
瀬　

そ
う
思
い
ま
す
。あ

と
問
題
は
価
格
で
す
ね
。そ

れ
は
需
要
が
あ
れ
ば
下
が
っ

て
い
き
ま
す
し
、補
助
金
の

対
象
に
も
な
って
い
ま
す
。よ

り
一
層
の
進
化
が
楽
し
み
で

す
ね
。

武
藤　

今
後
は
、最
新
の
Ａ

Ｉ
を
搭
載
し
て
患
者
さ
ん
の

気
持
ち
を
よ
り
理
解
で
き

れ
ば
、よ
り
き
め
細
か
な
対

応
が
可
能
で
す
。医
療
ス

タ
ッフ
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
に

な
る
時
代
が
、す
ぐ
そ
こ
ま

で
き
て
い
ま
す
。

成
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国
を
あ
げ
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及・

活
用
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、ど
ん

ど
ん
発
展
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

武
藤　

こ
の
L
O
V
O
T
の
他
に

は
、介
護
ス
タ
ッフ
用
の
パ
ワ
ー
ス
ー
ツ

も
現
場
の
要
望
に
対
応
し
て
改
良

が
進
み
、排
泄
支
援
や
眠
り
を
感
知

す
る
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
新
製
品
も
実

用
化
に
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

成
瀬　

今
後
は
自
動
車
の
自
動
運

転
と
同
じ
よ
う
に
啓
発
活
動
が
加

速
す
れ
ば
、普
及
の
速
度
も
上
が
る

と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

※写真撮影のため、一時的にマスクを外しています。当院ではマスク着用を徹底しております。

1986年新潟大学医学部卒
業。医学博士。日本神経学会
神経内科専門医・指導医、日
本認知症学会専門医・指導
医。院長としての業務に携わ
りながら、週2回、脳神経内
科・もの忘れ外来を担当。

成瀬 聡 院長

介護ロボットは、近い将来、
医療のパートナーに。
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宮入　暁子

　私は数年間漢方について勉強し、今年は
漢方専門医の資格をとるつもりでおります。
　漢方医学は、古代中国の医学をもとに日本
で発展してきた学問です。一般的な医療であ
る西洋医学が病気を中心に考えるのに対し、
漢方は患者さんの状態を中心にして考えま
す。そのため病気と認識されないような、さま
ざまな不調に対応できるのが魅力です。同じ
症状でも患者さんの状態が違えば、適切な漢
方薬が異なります。たくさん質問し、舌や脈、お
腹をみて、状態を判断する必要があります。

　日々 新しい薬がでてきますが、治らない病気
や症状は尽きません。特に慢性の頭痛、腹痛、
腹満、めまいなどは、西洋薬でも改善しないこ

とがよくあります。一方で漢方薬や鍼灸で改善
することがたくさんあります。たとえば慢性の
頭痛の方は、これから雨が降るのが分かると
いいます。これは気圧の変化が起こりそうな
時に頭痛が悪化しやすいからです。五苓散と
いう薬はこういった頭痛に有効性が高いで
す。他にも抗がん剤治療の副作用や後遺症
を軽くするために使われることもあります。

　私としては方法にこだわらず、少しでも症
状が軽くなっていただければ嬉しいです。そ
のため西洋薬も漢方薬も用いていますし、生
活のアドバイスをさせていただくこともありま
す。もし漢方薬に興味があれば、ぜひ相談し
てください。

verde
column

〈ヴェルデ ： コラム〉  

漢方に興味はありますか？
川村　邦雄
自治医科大学医学部2000年卒
専門分野
内科　脳神経内科
リハビリテーション科

資格・認定医
日本内科学会総合内科専門医

日本リハビリテーション医学会
リハビリテーション科専門医

副院長・脳神経内科、リハビリテーション科

矢島　隆二
新潟大学医学部2004年卒
専門分野
認知症　脳神経内科

資格・認定医
日本神経学会神経内科専門医
日本神経学会神経内科指導医
日本内科学会総合内科専門医
日本認知症学会専門医
日本認知症学会指導医
新潟市認知症サポート医
日本リハビリテーション医学会認定
臨床医

副院長・脳神経内科

◎
医
師
の
紹
介

◎
非
常
勤
医
師
の
紹
介

成瀬　聡
新潟大学医学部1986年卒
専門分野
認知症　脳神経内科

資格・認定医
日本神経学会神経内科専門医
日本神経学会神経内科指導医
日本認知症学会専門医
日本認知症学会指導医
日本内科学会認定医
日本認知症予防医学会評議員
新潟市認知症サポート医

院長・脳神経内科

佐藤　豊
新潟大学医学部1974年卒
専門分野
リハビリテーション科

資格・認定医
日本リハビリテーション医学会
リハビリテーション科専門医

日本リハビリテーション医学会
リハビリテーション科指導医

名誉院長・リハビリテーション科

齋藤　泰晴
佐賀医科大学医学部1988年卒
専門分野
呼吸器病学　一般内科

資格・認定医
日本内科学会総合内科専門医
日本呼吸器学会専門医
日本静脈経腸学会認定医

副院長・内科、呼吸器内科

髙橋　弘道
琉球大学医学部2005年卒
専門分野
消化器内科

資格・認定医
日本内科学会総合内科専門医
日本消化器病学会消化器病専門医

内科、消化器内科

楠目　信三
帝京大学医学部1981年卒
専門分野
整形外科　リハビリテーション科

資格・認定医
日本専門医機構認定整形外科専門医
日本整形外科学会認定運動器リハビリテーション医
日本リハビリテーション医学会認定臨床医
日本障がい者スポーツ協会公認
障がい者スポーツ医
日本スポーツ協会公認スポーツドクター
日本骨粗鬆症学会認定医
認知症サポート医

整形外科、リハビリテーション科

笠見　卓哉
滋賀医科大学医学部2012年卒
専門分野
血液内科

資格・認定医
血液専門医

内科

佐藤　剛司
山形大学医学部2001年卒
専門分野
内科　消化器内科

資格・認定医
日本内科学会総合内科専門医
日本消化器病学会消化器病専門医

日本消化器内視鏡学会
消化器内視鏡専門医

診療部長・内科、消化器内科

松山　弘紀
宮崎医科大学医学部2000年卒
専門分野
呼吸器病学

資格・認定医
日本内科学会総合内科専門医
がん治療認定医指導医

内科、呼吸器内科

田邊　靖貴 専門分野
循環器内科　内科

資格・認定医
日本循環器学会循環器専門医
日本内科学会内科認定医

専門分野
リハビリテーション科

資格・認定医
日本リハビリテーション医学会
リハビリテーション科専門医

循環器内科

和泉　由貴

リハビリテーション科

徳武　孝允

脳神経内科

専門分野
リハビリテーション科

資格・認定医
日本リハビリテーション医学会
リハビリテーション科専門医
日本リハビリテーション医学会
リハビリテーション科指導医

リハビリテーション科

患者さんの状態を考えて
症状が軽くなる判断をします

医療安全管理者として院
内の医療安全に携わりな
がら、消化器内科を担当し
ている。胃・大腸内視鏡検
査の他、漢方を用いた外来
も行っている。

診療部長　佐藤 剛司

専門分野
認知症、神経内科

資格・認定医
日本神経学会神経内科専門医
日本認知症学会専門医
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入院時の手続きや退院後の過ごし
方は、患者さんやその家族にとっては
不安ばかり。そんな時でも親身になっ
て寄り添う「みどり病院の退院支援」
についてまとめてみました。

最期は住み慣れた家で、家族と共に迎えたいという希望
のBさん。退院後の在宅医療、訪問看護などの在宅サー
ビス、ケアマネジャーとカンファレンスを行い、準備を整えて
退院されました。ご家族より「最期の時を家族と共に過ご
し、Bさんらしい最期でした」とお手紙を頂きました。

患者さんの病状や退院後の
希望、治療方針について、患
者さん、ご家族と話し合いをし
ます。入院後１週間以内に
入退院支援カンファレンスを
実施。

患者さん、ご家族、退院後に
利用するサービス事業者、病
棟のスタッフが集まって、在
宅へのバトンタッチをします。
自宅の改修、福祉器具の検
討、サービスの利用調整。

吸引や皮膚の処置などのケアの継続
が必要な患者さんには、入院中からご
家族へ指導を行っています。退院後に
もケアが継続されているのか、お困り
のことはないかを、入院中に担当して
いた病棟の看護師がご自宅を訪問し
ます。リハビリスタッフ、相談員も同行
し、ケアマネジャーとの情報共有や、新
たなご提案も行います。

施設の紹介や申込みの手続きに
ついてご案内します。施設の方との
事前面談や情報共有を図ります。

主治医、看護師、リハビリ、介護士、栄養士、薬剤師、
相談員でカンファレンスを実施します。

ご自宅環境の確認をします。担当
のリハビリスタッフが同行します。
看護師、相談員も同行することも
あります。在宅生活を支援する、ケ
アマネジャー、福祉用具の業者も
同席してもらい、退院への準備が
始まります。

みどり病院の退院支援について

家族と共に
生活できるこ とを
目指す

入院

IC

環境チェック
退院前カンファレンス・

担当者会議

リハビリカンファレンス

退院退院後訪問

施設入所や転院の場合

自宅退院の場合

自宅で最期を迎えた
Bさんご家族の声

Aさん
脳挫傷で急性期入院。
リハビリ目的で当院へ転院。

MSW（みどり病院ソーシャルワーカー）
患者さんに担当の相談員がつきます。
入院前の状況、ご家族の協力体制、自
宅の環境確認、退院後の希望、制度の
利用状況、かかりつけ医の確認や、介
護保険、障がい制度の申請などをご案
内します。

verde special  〈連載企画〉 

みどり病院

リハビリマインド
vol.3
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堀川内科・神経内科医院

平成9年12月

〒951-8151

新潟市中央区浜浦町1-181-3

tel.025-266-3770

fax.025-234-2467

内科、神経内科、放射線科

月曜～土曜

8:30～12:30／月、火、木、金

8:30～12:00／水、土

15:00～17:30／月、火、木、金

verde topics  〈特集〉 

堀川内科・
神経内科医院

先
生
の
診
療
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、楊
先
生
の
患
者
さ
ん
に
寄

り
添
う
姿
勢
に
感
動
し
、私
も
い
つ

か
こ
の
よ
う
な
診
療
を
や
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、市

中
の
中
核
病
院
や
大
学
病
院
で
、

急
性
期
医
療
や
先
進
医
療
に
携
わ

り
、医
学
教
育
や
基
礎
研
究
に
注

力
し
、様
々
な
角
度
か
ら
神
経
疾

患
を
考
え
て
参
り
ま
し
た
。そ
れ

ら
の
経
験
を
集
約
し
て
、い
よ
い
よ

神
経
疾
患
を
生
き
る
患
者
さ
ん
の

人
生
に
向
き
合
う
と
き
が
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。楊
先
生
の
思
い
を

継
承
し
、患
者
さ
ん
が
安
心
し
て

人
生
を
全
う
で
き
る
地
域
を
実
現

し
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

12
月
に
浜
浦
町
で
開
院
し
ま
し

た
。楊
先
生
は
、こ
れ
ま
で
約
25
年

の
長
き
に
わ
た
り
、多
職
種
と
連

携
し
た
包
括
的
な
外
来
診
療
お
よ

び
在
宅
医
療
を
、こ
の
地
域
で
実

践
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、令
和
4
年
4
月
よ
り
、楊

先
生
の
外
来
を
引
き
継
い
で
お
り

ま
す
。自
ら
の
患
者
体
験
を
通
し

て
、患
者
さ
ん
を
癒
す
理
想
の
医

師
像
を
胸
に
描
い
て
参
り
ま
し

た
。患
者
さ
ん
は
、疾
患
に
苦
し
む

だ
け
で
な
く
、病
か
ら
派
生
し
た

様
々
な
こ
と
で
悩
み
、苦
し
ん
で
い

ま
す
。神
経
疾
患
は
そ
の
性
質
上
、

治
癒
が
難
し
く
、患
者
さ
ん
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
疾
患
と
共
に
生
き

る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。私
は
、神
経
疾
患

と
共
に
生
き
る
患
者
さ
ん
の
人
生

に
、主
治
医
と
し
て
伴
走
す
べ
く
、

脳
神
経
内
科
医
の
道
を
選
び
ま
し

た
。医
学
部
生
の
と
き
に
一
度
、楊

　
堀
川
内
科・神
経
内
科
医
院
は
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
と
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
複

合
診
療
所
と
し
て
、「
病
気
に
な
っ

て
も
、住
み
慣
れ
た
町
で
生
き
生

き
と
暮
ら
す
た
め
に
」と
い
う
堀
川

楊
先
生
の
思
い
の
も
と
、平
成
9
年

こ
の
度
︑医
療
法
人
新
成
医
会
で
は
︑中
央
区
浜
浦
町
に
あ
る

﹁
堀
川
内
科・
神
経
内
科
医
院
﹂が
当
法
人
に
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
ま
し
た
︒

理
事
長 

堀
川
楊
先
生
︑院
長 

堀
川
伸
介
先
生
と
と
も
に
︑

あ
ら
た
に
神
経
内
科
医
と
し
て
今
野
卓
哉
先
生
が
診
療
に
従
事
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒

そ
の
他
︑併
設
事
業
と
し
て
浜
浦
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
︑

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
浜
浦
町(

居
宅
介
護
支
援
事
業
所)

を
含
む

総
勢
24
名
の
ス
タ
ッ
フ
も
新
た
な
私
た
ち
の
仲
間
と
な
り
ま
し
た
︒

医
療
と
介
護
の
連
携
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
を
支
え
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

大
学
病
院
で
の
指
導
的
立
場
か
ら
一
転
︑

来
る
日
も
来
る
日
も
地
域
の
患
者
さ
ん
と

向
き
合
い
続
け
る
日
常
に
︑悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も

新
鮮
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

「自分が生まれ育った地域に尽くしたい」

という信念のもと、地域の関係機関と

患者さんを支えてきた堀川楊先生。

そのバトンを受けとった今野卓哉先生が、

当法人とグループ化して

在宅医療にどう取り組むのか、

また医師を志した動機なども伺いました。

新潟大学医学部2005年卒
専門分野：脳神経内科
資格・認定医：日本神経学会神
経内科専門医、日本神経学会
神経内科指導医、日本内科学
会認定内科医

今野 卓哉

堀川内科・神経内科医院
堀川 楊先生

名称

開設

所在地

診療科目

外来受付

時間

在
宅
医
療
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か

　

信
楽
園
病
院
で
在
宅
医
療
を
経

験
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、神
経

難
病
の
人
達
が
生
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
を
常
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

介
護
事
業
が
平
成
１２
年
に
ス

タ
ー
ト
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
、平
成

９
年
に
当
時
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
を
利
用
し
、在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、訪
問
看

護
、医
院
の
３
つ
の
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

在
宅
医
療
に
か
け
て
こ
ら
れ

た
思
い
は
な
ん
で
す
か

　

地
域
の
方
々
が
病
気
に
な
っ
て

も
、必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
少

し
で
も
楽
に
生
き
て
い
け
る
支
援

を
し
て
き
ま
し
た
。地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
り
医
療

と
介
護
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、地

域
の
関
係
機
関
全
体
で
患
者
さ
ん

を
支
え
ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
は
神
経
難
病
の
患
者

さ
ん
に
は
と
て
も
有
効
な
サ
ー
ビ
ス

で
す
。今
野
先
生
が
引
き
受
け
て

く
だ
さ
り
、ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

施設
概要

在宅介護支援センター浜浦町

浜浦町訪問看護ステーション

当法人グ
ループに

新しい仲
間が

加わりま
した！
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診
療
所
の
特
徴
、診
療
方
針
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

10
年
前
に
診
療
所
を
増
築
し
て
、リ
ハ
ビ
リ

ス
ペ
ー
ス
を
3
倍
に
し
ま
し
た
。多
種
類
の

治
療
機
器
と
P
T（
理
学
療
法
士
）5
名
の

体
制
で
、あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
、患
者
様
の
目
線
で
、患
者
様

に
寄
り
添
う
医
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

み
ど
り
病
院
と
の
連
携
医
療
に
つ
い
て
。

腰
痛
で
動
け
な
く
な
っ
た
患
者
様
を
、い
つ

も
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

先
生
の
座
右
の
銘
、

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
ue Sera , Sera

（
ケ
セ
ラ
セ
ラ
）、気
に
し

な
い
気
に
し
な
い
！
成
る
よ
う
に
成
る
。休

日
は
登
山
や
旅
行
に
出
掛
け
た
り
、自
宅
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、料
理
を
す
る
こ

と
で
、心
身
を
リ
フ
レッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

日常生活の中で何かをしようとする時に、普
段はいろいろなことを深く意識せず頭の中
で段取りを組み立てて、その段取りどおりに
実行してやりたいことを達成している。先を
見越しながら段取りよく物事を進めていく能
力のことを「実行機能」と呼ぶ。認知症に
よってこの実行機能が障害されると、それま
で難なくできていたことでミスをする、途中
の手順を抜かす、作業の途中で次に何をす
ればいいかわからなくなり、手が止まるなど
がみられるようになる。支障が出やすい場面
としては、調理や入浴、自動車運転などがあ
げられる。

◯失敗したり、手が止まった時は、本人の頭の中
は真っ白になっていて、次にどうすればいいのか
わからない状態になっている。その時は、何で
困っているかをそれとなく確認し、そのことにつ
いてさりげなく手助けする。
◯こちらからかける言葉に敏感になる場合が多
い。厳しく注意されたと受け止めることもあるの
で、状況を理解した上で優しく声をかける。

本人との向き合い方としては
作業が中断したり、失敗してしまった時に「本人ができ
ることまで全て取り上げてしまう」「注意したり、非難し
たりする」ことはしない。そのことで、本人は達成感が
もてなくなり、自信をなくし徐々に消極的になっていく。

絵 ： K・Sさん（新潟市 中学1年生）
新潟市に住んでいる中学一年生です。部活は理科・創作部
ですが、絵を描くことや運動、遊ぶことが好きです。
認知症についてはよく知っていたんですが、絵を描いてい
くとご家族のみなさまはすごく大変なんだなと思いました。

た
か
は
し

整
形
外
科
医
院

新潟市
中央区

たかはし整形外科医院

平成5年8月

〒950-0992
新潟市中央区上所上2-13-14
tel.025-285-1121
fax.025-285-6070

整形外科、リハビリテーション科

月曜～土曜

  9:00～12:30／月、火、水、木、金、土
15:00～18:00／月、火、木、金

施設概要
名称

開設

所在地

診療科目

外来受付

時間

連携医療機関の
紹介
❸

❶

❸

❷

❹

『物事を段取りよく実行できない』

家族（周囲の方）へのアドバイス

テーマ

みどり病院 認知症疾患医療センター　tel.025-244-5566 fax.025-247-1005お問い合わせ

認知症
マンガ

で分かる！

のこと

院
長 

高
橋
英
人
先
生
に
聞
き
ま
し
た
。
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